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1.　はじめに

2017 年公示の中学校学習指導要領（以下，新学習

指導要領）における技術・家庭編では，技術分野（以

下，技術科）において第 3学年で扱う「技術による問

題の解決」に関して，これまでの学習を踏まえた統合

的な問題について取り上げるようにすることとされて

いる（1）．技術科では，「A材料と加工の技術」，「Bエ

ネルギー変換の技術」，「C生物育成の技術」，「D情報

の技術」と多岐にわたる分野の内容を学習することと

なっており，第3学年に扱う「技術による問題の解決」

では，これらの四つの内容を統合した問題を取り扱う

必要がある．しかしながら，現状では四つの内容を統

合的に取り扱った教材に関する研究はほとんどなされ

ていない．

また，「D情報の技術」に関しては，小学校におけ

るプログラミング教育からの発展として，従前からの

計測・制御に加えてネットワークやデータを活用して

処理するプログラミングもテーマとして扱うことの検

討も示されている．従前の計測・制御の学習では，セ

ンサからの情報をもとにコンピュータプログラムが処

理・判断し，アクチュエータなどに命令をする計測・

制御システムを取り扱うこととされていたが，新学習

指導要領解説では，センサからの情報だけではなく，

ネットワーク上にあるデータなどを活用し，判断・処

理をするようなコンピュータプログラムを用いた計

測・制御システムを取り上げることとある（1）．これ

らのシステムはすべてのものがインターネットに繋が

る「IoT」と強く関連している．しかしながら，現状

の計測・制御における技術による問題の解決における

授業では，ネットワークやデータを活用して処理する

プログラミングを扱うような計測・制御システムはほ

とんど扱われていない．

そこで本研究では，「D情報の技術」の計測・制御

の内容において技術科で学習する四つの内容を統合的

に活用し，また，インターネット上のデータを活用す

る計測・制御システムを用いた教材として，ユビキタ

ス気候再現ハウスを開発し，ユビキタス気候再現ハウ

スを取り扱った授業実践を行い，教材として機能する

ことを検証した．本論文では，教材の概要を述べ，教

材の予備実験の結果を示し，ユビキタス気候再現ハウ

スを教材として用いた授業を実施し，教材が機能する

かどうかを検証した結果を示す．

2.　ユビキタス気候再現ハウスとその開発

2.1　ユビキタス気候再現ハウスの概要

ユビキタス気候再現ハウスとは，遠隔地の気象デー

タを用いてリアルタイムにハウスを制御して再現する

ことのできる気候再現ハウスのことである（2）．これ
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